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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　光感受性物質と感圧接着剤の層とを含む光活性化抗微生物物品であって、前記感圧接着
剤が、前記光源から前記層の主面に垂直な前記層の端部を通って前記層に入る光を受容し
、前記光の少なくとも一部が前記光感受性物質によって吸収されるように前記光を調整す
る、前記光活性化抗微生物物品と、
を含み、
　前記層が、基材と他の基材又は皮膚との間に配置される時に前記光を全内部反射により
移送し、
　前記光活性化抗微生物物品が患者の皮膚に適用される、光活性化抗微生物デバイス。
【請求項２】
　前記光活性化抗微生物物品が、前記感圧接着剤層上に配置された光感受層を含み、前記
光感受層が前記光感受性物質を含む、請求項１に記載の光活性化抗微生物デバイス。
【請求項３】
　前記光活性化抗微生物物品が更に前記基材を含み、前記感圧接着剤層が前記基材上の層
として配置され、前記基材が弾性フィルム支持体を含む、請求項１に記載の光活性化抗微
生物デバイス。
【請求項４】
　光感受性物質と、光源からの光を受容するよう適合させた感圧接着層と、接着剤を含む
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基材とを含み、前記基材が前記感圧接着層上に配置され、前記基材が前記感圧接着層の屈
折率未満の屈折率を有し、前記感圧接着層が、前記基材と他の基材又は皮膚との間に配置
される時に、前記感圧接着層の延在方向における前記感圧接着層の長さにわたって前記光
を全内部反射により移送する、前記光源と共に使用され、患者の皮膚に適用される光活性
化抗微生物物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は微生物学、特に抗微生物物品、デバイス及びこれらの使用方法に関する。抗微
生物活性は光感受性物質に光を照射することにより誘導される。
【背景技術】
【０００２】
　感染症は、多くの場合、バクテリア、真菌及びウイルスが挙げられる病原微生物が身体
に侵入することで生じる。抗生物質、抗ウイルス剤及び酸化剤の開発及び使用を含む、病
原微生物を殺菌するか又は増殖を阻害する多くの化学物質及び方法が、長年にわたって開
発されてきた。様々な波長範囲で電磁放射線も使用されてきた。病原微生物は、酸素及び
ある種の光感受性物質の存在下で光に曝露することにより、殺菌又は増殖阻害できること
は既知である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　光活性化抗微生物デバイス及び物品が開示される。デバイスは、光源と、光感受性物質
及び光源からの光を受容するよう適合させた粘弾性材料（感圧接着材など）を含む、光活
性化抗微生物物品と、を含み得る。粘弾性材料は、全内部反射により光を移送するよう適
合させることができる。光感受性物質は粘弾性材料に組み込まれてもよく、あるいは粘弾
性材料上に配置された光感受層の一部であってもよい。光感受性物質は染料か、金属酸化
物か、あるいは酸化又は反応してガスを生成するアニオンを含む組成物を含み得る。有用
な粘弾性材料としては感圧接着剤が挙げられる。光活性化抗微生物デバイスは創傷ドレッ
シングと同様の構成を有してもよく、例えば粘弾性材料は、弾性のフィルム支持体などの
フィルム支持体上に配置される。
【０００４】
　光活性化抗微生物物品及びデバイスは、微生物の増殖を阻害する方法の一部として使用
することもできる。好適な方法は、光源を提供する工程と、光感受性物質、及び光源から
の光を受容するよう適合させた粘弾性材料を含む、光活性化抗微生物物品を提供する工程
と、光感受性物質が粘弾性材料からの光を吸収するよう光源と光感受性物質とを結合させ
る工程と、を含む。光源と光感受性物質とを結合させる工程は、光源と粘弾性材料とを接
触させることを含んでもよい。光活性化抗微生物物品は、光源を光感受性物質と結合させ
る前又は結合させた後に患者の皮膚に適用することもできる。光活性化抗微生物物品は、
微生物がその上に配置されている表面に当てることもできる。方法は、光感受性物質によ
り吸収された光を放出するように、光源を活性化する工程を含んでもよい。
【０００５】
　他の好適な方法は、光源を提供する工程と、光源からの光を受容するよう適合させた粘
弾性材料を提供する工程と、局所用組成物を患者の皮膚に適用する工程と、患者の皮膚上
の局所用組成物を粘弾性材料と接触させる工程と、光感受性物質が粘弾性材料からの光を
吸収するように光源と光感受性物質とを結合させる工程と、を含んでもよく、局所用組成
物は、粘弾性材料により受容された光を吸収する光感受性物質を含む。
【０００６】
　本発明のこれら及びその他の態様は、以下により詳細に記載される。上記の要約は、決
して請求される内容を制限することを意図するものではない。
【図面の簡単な説明】



(3) JP 5840126 B2 2016.1.6

10

20

30

40

50

【０００７】
　図面は、本明細書に開示される、例示的な光活性化抗微生物物品及びデバイスの概略図
である。物品及びデバイスは必ずしもスケールに沿って記載されているわけではない。
【図１ａ】例示的な光活性化抗微生物デバイスの概略断面図。
【図１ｂ】例示的な光活性化抗微生物デバイスの概略断面図。
【図２】例示的な光活性化抗微生物デバイスの概略断面図。
【図３】例示的な光活性化抗微生物デバイスの概略断面図。
【図４ａ】例示的な光活性化抗微生物物品の概略断面図。
【図４ｂ】例示的な光活性化抗微生物物品の概略断面図。
【図５】例示的な光活性化抗微生物デバイスの斜視図。
【図６】例示的な光活性化抗微生物デバイスの斜視図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本開示は、いずれも参照によって本明細書に組み込まれる、２００８年７月１０日に申
請された米国特許仮出願第６１／０７９６３９号（６４３４７ＵＳ００２，Ｓｈｅｒｍａ
ｎら）、２００８年８月８日に申請された同第６１／０８７３８７号（６４６９１ＵＳ０
０２，Ｓｈｅｒｍａｎら）、２００８年１１月１４日に申請された同第６１／１１４８６
５号（６４３４７ＵＳ００３，Ｓｈｅｒｍａｎら）、２００８年１１月１４日に申請され
た同第６１／１１４８４９号（６４６９１ＵＳ００３，Ｓｈｅｒｍａｎら）、及び２００
９年４月１６日に申請された同第６１／１６９９７３号（６４３４７ＵＳ００８，Ｓｈｅ
ｒｍａｎら）に関する。
【０００９】
　一重項酸素は好中球及びマクロファージにより生成され、微生物を殺菌するために使用
される。スーパーオキシドジスムターゼ、カタラーゼ、及びペルオキシダーゼはラジカル
酸素種及び還元酸素種に対する生体防御であるが、一重項酸素に対しては効果的でない。
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ属などの少数の微生物は、一重項酸素に対する耐性を固有し、グラ
ム陽性バクテリアは、慨してグラム陰性バクテリアよりも容易に一重項酸素により殺菌さ
れる。エンベロープ型ウイルスは、非エンベロープ型ウイルスよりも容易に一重項酸素に
より不活化される。バクテリア、真菌又はウイルスにより一重項酸素に対して耐性を得た
、単独の文書化された事例（single documented case）が既知であることは注目に値する
。
【００１０】
　用語「光線力学的な効果」は、光の存在下での、光感受性物質による細胞及び微生物の
破壊を説明するために使用される。酸素濃度が高く、還元剤が存在しないような条件下で
は、一重項酸素は破壊剤となると考えられている。これは、光感受性物質が細胞に侵入で
きない場合の細胞破壊の主要なメカニズム（いわゆるＩＩ型機構）である。ＩＩ型機構は
、Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉに対するキサンテン染料（例えば放射線照射に応じ
て一重項酸素及びスーパーオキシドラジカルアニオンなどの活性酸素種を生成するローズ
ベンガルなど）の光毒性の、主要な経路であることが既知である。脂質二重膜を通過して
、ＮＡＤＰＨ及びグルタチオンなどの還元剤濃度の高い細胞内部へと侵入できる光感受性
物質については、いわゆるＩ型機構が、細胞破壊を導く主要な経路であると特定されてき
た。この機構は、究極的には、光感受性物質のフリーラジカルと反応酸素種（過酸化水素
、ヒドロキシラジカル及びスーパーオキシドラジカルアニオン）の形成を包含する。
【００１１】
　バクテリア及び真菌を殺菌し、並びにウイルスを不活化するために、遊離形態（例えば
フタロシアニン、ポルフィリン、ヒペリシン及びローズベンガル）で光感受性物質を利用
するための一部の試みが行われてきた。例えば、ローズベンガル及び光によるインフルエ
ンザウイルスの光不活性化が、ＬｅｎａｒｄらによりＰｈｏｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａ
ｎｄ　Ｐｈｏｔｏｂｉｏｌｏｇｙ，５８，５２７～５３１（１９９３）に開示されている
。同様に、国際公開第９４／０２０２２号（Ｒａｂｏｎｅら）は、光線力学的に表面上の
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微生物を殺菌するためにローズベンガルを利用する、改良型の殺菌組成物を開示する。
【００１２】
　遊離形態と比べて比較的固定化されている結合形態で光感受性物質を利用する試みも行
われてきた。光感受性物質は、ビーズ、より大きな分子、オリゴマー、巨大分子及びポリ
マーに対して共役的に又はイオン的に結合されてきた。例えば、米国特許第５，８３０，
５２６号（Ｗｉｌｓｏｎら）に開示されているように、色素を織布及び不織布に結合させ
るためにイオン性結合剤が使用された。正に帯電したポリマー担体は、酸素及び光の存在
下で微生物を殺菌するよう、ローズベンガルをイオン的に結合させるために使用された。
ポリスチレンビーズに結合したローズベンガルによるＥｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
の光線力学的な不活化は、ＢｅｚｍａｎらによりＰｈｏｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ
　Ｐｈｏｔｏｂｉｏｌｏｇｙ，２８，３２５～３２９，（１９７８）に開示されている。
【００１３】
　本明細書には、光活性化抗微生物物品、デバイス、並びに物品及びデバイスを用いる方
法が開示される。「光活性化」は、物品、デバイス又は方法が光線力学的な効果を導入す
る能力を指す。この意味で、「光活性化」は、光感受性物質が存在し、光からエネルギー
を移送して、光感受性物質に関する特定の環境に応じて形成される反応種（例えば、一重
項酸素、過酸化水素、ヒドロキシラジカル、スーパーオキシドラジカルアニオン、光感受
性物質ラジカル及びその他の多くのラジカル）を生成することを意味する。好ましい光感
受性物質は、何らかの毒性の副生成物を生じることなく、一重項酸素、過酸化水素、ヒド
ロキシラジカル、及び／又はスーパーオキシドラジカルアニオンを生産する。したがって
、本明細書に開示される物品、デバイス及び方法は同様に、光に曝露された際に抗微生物
性となり得るという意味で、「光活性化」される。
【００１４】
　「抗微生物性」は、物品、デバイス又は方法が、バクテリア、真菌及びウイルスなどの
微生物を殺菌するか又は増殖を阻害する能力を指す。「殺菌するか又は増殖を阻害する」
は、少なくとも１種のウイルス、少なくとも１種のバクテリア、少なくとも１種の真菌、
又はこれらの組み合わせの存在を制限することを含む。「殺菌するか又は増殖を阻害する
」はまた、微生物の複製を不活化及び防止すること、又は微生物数を減少させることも含
む。異なる微生物について異なる用語が使用される場合もある。
【００１５】
　光源が光を放出する際にある種の感染している微生物を殺菌するか又は増殖を阻害する
ように物品を光学的に光源と結合させることができる場合、物品は「光活性化抗微生物性
」であるとみなされる。感染した微生物の試料あたりのコロニー形成単位数を計測するた
めに、様々なインキュベーション方法及び試験方法を使用することができる。物品により
殺菌されたか又は阻害されたコロニー形成単位数は、同様の、又はほぼ同様のインキュベ
ーション方法及び試験方法を使用する場合に限り、別個の試料を物品と共にあるいは物品
は加えずに光に曝露することにより測定することができる。「光活性化抗微生物性」の物
品は、コロニー形成単位の例えば約８０～１００％、又は約９０～９９．９９％の減少を
もたらす。布地上の抗微生物活性は、ＡＡＴＣＣ試験方法１００を用いて測定することも
できる。
【００１６】
　光源が光を放出する際にある種の感染している微生物を殺菌するか又は増殖を阻害する
ように、デバイスを光学的に光源と結合できる場合、デバイスは、「光活性化抗微生物性
」であるとみなされる（上記で物品について記載したように）。
【００１７】
　方法がある種の感染している微生物を殺菌するか又は増殖を阻害するために、光活性化
抗微生物物品及び／又はデバイスを何らかの形で使用することを包含する場合、方法は「
光活性化抗微生物性」であるとみなされる（上記で物品について記載したように）。
【００１８】
　感染する微生物としては、ＤＮＡウイルス、ＲＮＡウイルス、ＲＮＡレトロウイルス、
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グラム陰性バクテリア、グラム陽性バクテリア及び真菌が挙げられる。感染する微生物と
しては、一本鎖及び二本鎖核酸ゲノムも挙げられる。感染する微生物としては、オルソミ
クソウイルス、ラブドウイルス、パラミクソウイルス、ブニヤウイルス及びフィロウイル
スなどの陰性一本鎖ＲＮＡゲノム（negative single-stranded RNA genomes）が挙げられ
る。これらはエンベロープ型ウイルスである。オルトミクソウイルスとしては、インフル
エンザウイルスＡ、Ｂ及びＣが挙げられる。ラブドウイルスとしては、狂犬病ウイルス及
び水疱性口内炎ウイルスが挙げられる。パラミクソウイルスとしては、哺乳類のパライン
フルエンザウイルス（ムンプスウイルスが挙げられる）及びニューモウイルス（ヒト及び
ウシのＲＳウイルスなど）が挙げられる。ブニヤウイルスとしては、韓国型出血熱及びハ
ンタウイルス肺症候群を引き起こすハンタウイルスが挙げられる。フィロウイルスとして
はマールブルグウイルス及びエボラウイルスが挙げられる。
【００１９】
　感染する微生物としては、ピコルナウイルス（無エンベロープ型）、レトロウイルス及
びトガウイルスなどの陽性一本鎖ＲＮＡ（positive single-stranded RNA）ゲノムが挙げ
られる。ピコルナウイルスとしては、ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、Ａ型肝炎
ウイルス及びライノウイルスが挙げられる。レトロウイルスとしては、例えば、ヒト免疫
不全ウイルス（ＨＩＶ）、サル免疫不全ウイルス（ＳＩＶ）及びウマ伝染性貧血ウイルス
（ＥＩＡＶ）が挙げられる。トガウイルスとしては、セムリキ森林ウイルス、黄熱病ウイ
ルス、デングウイルス、ダニ媒介ウイルス（tick-borne virus）及び風疹ウイルスが挙げ
られる。パルボウイルス（非エンベロープ型）は一本鎖陰性センスＤＮＡ（single-stran
ded negative-sense DNA）ゲノムを有する唯一のウイルスである。このウイルスは主にネ
コ及びイヌに感染する。
【００２０】
　感染する微生物としては、パポバウイルス、アデノウイルス、ヘルペスウイルス、ポッ
クスウイルス及びヘパドナウイルスなどの二本鎖ウイルスが挙げられる。ヘルペスウイル
スを除き、これらのウイルスは非エンベロープ型ウイルスである。パポバウイルスとして
は、疣贅及び腫瘍を引き起こすパピローマウイルスが挙げられる。アデノウイルスとして
は、マストアデノウイルス及び呼吸器に感染し得る様々なウイルスが挙げられる。ヘルペ
スウイルスとしては、単純ヘルペス１型及び２型、水痘帯状疱疹ウイルス、サイトメガロ
ウイルス、エプスタイン・バーウイルス、ヒトヘルペスウイルス６型（多発性硬化症に応
答性であることが今日では既知である抗体）、及びヒトヘルペスウイルス７型が挙げられ
る。ポックスウイルスとしては、痘瘡及び他のｐｏｘ産生ウイルス（pox-producing viru
se）が挙げられる。ヘパドナウイルスとしては、ヒトＢ型肝炎ウイルスが挙げられる。
【００２１】
　感染する微生物としては、エンテロコッカス・フェシウム、スタフィロコッカス・アウ
レウス、シュードモナス・エルジノーサ及びエシェリキア・コリなどのバクテリアが挙げ
られる。種はスタフィロコッカス、シュードモナス、バークホルデリア、クレブシエラ、
クロストリジウム、バチルス、エンテロコッカス、ストレプトコッカス、コリネバクテリ
ウム、リステリア、ナイセリア、及び腸内細菌科（エシェリキア属、サルモネラ属及びシ
ゲラ属を含む）であり得る。大腸菌群はグラム陰性桿菌の、概して腸内細菌科である。一
部の大腸菌群は、ヒト及び他の動物の腸管にコロニーを形成する。一部の大腸菌群は疾患
に関連付けられる。表面及び液体も同様にこれらのバクテリアに汚染され得る。
【００２２】
　感染する微生物としては、鵝口瘡として既知の口腔酵母感染並びに外陰腟炎として既知
の女性生殖器系感染を生じる、カンジダ・アルビカンスなどの真菌が挙げられる。
【００２３】
　本明細書に開示される、それぞれの、光活性化抗微生物デバイスは、光源と、光活性化
抗微生物物品とを含む。光活性化抗微生物物品には、光感受性物質と、光源からの光を受
容するよう適合させた粘弾性材料と、を含み得る。光源からの光は、粘弾性材料に入り、
かつ光感受性物質に届くよう調整される。一部の実施形態では、粘弾性材料は全内部反射
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により光を移送するよう適合させ、２つの基材の間に配置される。各基材は、クラッド層
として機能し得るよう、粘弾性材料の屈折率に満たない屈折率を有する。光活性化抗微生
物デバイスは、感染している微生物を殺菌するか又は増殖を阻害する。光感受性物質が光
源からの光を吸収し、光からエネルギーを移送して、感染した微生物を殺菌するか又は増
殖を阻害する反応種を形成することから、光活性化抗微生物活性は、推定上観察される。
反応種は、一重項酸素、並びに過酸化水素、ヒドロキシラジカル、スーパーオキシドラジ
カルアニオン、光感受性物質ラジカル、及び光感受性物質に関する特定の環境に応じて形
成されるラジカルなどの、その他の反応種を含み得る。
【００２４】
　図１ａは、光源１０１と、光活性化抗微生物物品１０３とを含む、例示的な光活性化抗
微生物デバイス１００の概略断面図を示す。物品１０３は、光感受性物質と粘弾性材料と
を含む。光源１０１は、線１０２により表される光を放出し、この光は入力面１０４を介
して粘弾性材料に入射する。光は、粘弾性材料内部で、この材料を出ることができる１種
以上の反応種を生成するよう光感受性物質により吸収される。反応種は一重項酸素（１Ｏ

２）として示され、線１０５により示されるように粘弾性材料から放出される。図１ｂは
、光活性化抗微生物デバイスのその他の可能な構成の概略断面図を示す。光活性化抗微生
物デバイス１２０は、光源１２１と、光活性化抗微生物物品１２３とを含む。物品１２３
は、粘弾性材料１２４上に配置された光感受層１２５を含む。光感受性物質層は光感受性
物質を含む。粘弾性材料により供給された光の少なくとも一部は、光感受層を出ることが
できる１種以上の反応種を生成するよう光感受性物質により吸収される。反応種は一重項
酸素として示され、線１２６により示されるように光感受層から放出される。
【００２５】
　粘弾性材料は、光源から放出される光を少なくともある程度調整する。粘弾性材料は、
材料の一か所以上の所望の場所、領域などに光が分配され及び／又は送達されるよう光を
調整するので、光の少なくとも一部は光感受性物質により吸収され得る。これらの所望の
場所、領域などは、デバイスの全体的な設計、デバイスの所望される性能などに依存して
、各デバイスにより異なり得る。例えば、光感受性物質が、粘弾性材料内で勾配を持つよ
う組み込まれる場合、粘弾性材料は反応種が均一に又はほぼ均一に生成されるよう光を分
配及び送達することができる。その他の例としては、光感受性物質が、粘弾性材料の表面
上の特定の場所で、あるいは粘弾性材料と何らかの基材との接触面で光感受層として配置
される場合、粘弾性材料はこれらの特定の場所に光を供給することができる。
【００２６】
　粘弾性材料は、ある程度の量の光が粘弾層に入射して光感受性物質により吸収されるよ
う、光を調整し得る。概して、例えば光感受性物質が染料である場合、光感受性物質は特
定の波長又は波長範囲の光を吸収し得る。光源により放出される光は白色光であってもよ
い。光源により放出される光は、特定の波長又は波長範囲を有してよく、この光は光感受
性物質の吸収特性に依存して選択され得る。粘弾性材料に入射して光感受性物質により吸
収され得る光量であれば、粘弾性材料は、この光の約１０％超、約５０％超、又は約８０
％超が光感受性物質により吸収されるよう光を調整し得る。粘弾性材料に入射して光感受
性物質により吸収され得る光量であれば、粘弾性材料は、この光の約１０～約９９％、又
は約３０％～約７０％が光感受性物質により吸収されるよう光を調整し得る。吸光度は、
吸収分光法を用いて、ランベルト・ベールの法則を適用することにより測定できる。
【００２７】
　概して、粘弾性材料は、幾何光学原理、特に反射の法則及び全反射の原理に従い光を調
整する。これらの原理は、どのように光が伝搬し、反射し及び／又は材料内で屈折するの
かを理論的に決定するために、レイトレーシング技術と組み合わせて適用することができ
る。この光の挙動は、粘弾性材料の表面構造、粘弾性材料と、粘弾性材料に接触している
基材との間の接触面構造、粘弾性材料及び基材の物質的な組み合わせ、並びに粘弾性材料
に入射する光の角度分布などの、いくつかの変数に従い変化し得る。これらの光学原理は
周知であり、本明細書には記載しない。光の挙動についての詳細な説明については、例え
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ばＤ．Ｓ．Ｆａｌｋらによる「Ｓｅｅｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｌｉｇｈｔ」、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌ
ｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．，１９８６，ｐｐ．５３～５６、並びに上に引用した
Ｓｈｅｒｍａｎらを参照されたい。
【００２８】
　広くは、特定の角度成分又は角度分布を有する光が、臨界角θｃを超える１つ以上の角
度で境界面に入射する場合に、全内部反射が起きる。本明細書で用いるとき、光学的に滑
らかな表面とは、表面に入射した光が表面によって望ましくなく影響を受けない程度に表
面が十分に滑らかであることを意味し、例えば、表面は、入射光線の波長よりも大きな少
なくとも１つの寸法を有する欠損を有さない。光学的に滑らかな表面は、粘弾性材料に入
射する光の少なくとも一部が、この光が層内で継続して伝搬するように全内部反射の原理
に従って、表面で反射されることを可能にする。光学的に滑らかな表面に入射する光の反
射に関し、観察される反射角は、算出された反射角の約１０°以内である。全内部反射は
、光が材料から意図的に抽出される場合を除き、粘弾性材料から逃げない光が光の所定量
又は所定量の少なくとも約１０％以内である場合に発生する。
【００２９】
　概して、粘弾性材料内を伝播する光は反射するかあるいは粘弾性材料から抽出される。
光学的に滑らかな表面に入射する光の反射に関し、観察される反射角は、算出された反射
角の約１０°以内である。同様に、光学的平滑面上に入射する光が屈折するためには、観
測される反射角は算出された屈折角の約１０°以内である。全内部反射は、光が材料から
意図的に抽出される場合を除き、粘弾性材料から逃げない光が光の所定量又は所定量の少
なくとも約１０％以内である場合に発生する。
【００３０】
　光源は光源から放出された光の少なくとも一部が粘弾性材料に入射するよう粘弾性材料
に対して位置し、一部の実施形態では、全内部反射により粘弾性材料内に移送される。図
２は、光源２０１と、光活性化抗微生物物品２０３とを含む、例示的な光活性化抗微生物
デバイス２００の概略断面図を示す。物品２０３は、基材２０５と基材２０６との間に配
置された粘弾性材料２０４を含む。光感受性物質は、光感受性物質と粘弾性材料とが一体
形態及び層などを形成するよう粘弾性材料に組み込まれる。光源２０１は、線２０２によ
り表される光を放出し、この光は入力面２０９を介して粘弾性材料２０４に入射する。単
独の線２１０により表される光は、全内部反射により粘弾性材料内に移送される。粘弾性
導光材の少なくとも一部は光学的平滑面２０７及び／又は２０８を有している。基材の一
つに患者の皮膚を含んでもよい。
【００３１】
　一部の実施形態では、基材の一つは粘弾性材料の屈折率未満の屈折率を有することから
、患者の皮膚は光を抽出しない。この基材は接着剤を含んでもよい。
【００３２】
　粘弾性材料内に移送された光は、光感受層などの隣接層に抽出され得る。図３は、光源
３０１と、光活性化抗微生物物品３０３とを含む、例示的な光活性化抗微生物デバイス３
００の概略断面図を示す。物品３０３は、粘弾性材料３０４と、粘弾性材料３０４上に配
置された光感受層３０５とを含む。光感受層は、２つ以上の異なる粘弾性材料の領域３０
６、３０７及び３０８を含む。線３０２により表される光は光源３０１により放出され、
この光の少なくとも一部は、単独の線３０９により表されるように粘弾性材料３０４に入
射する。移送された光が領域３０７との接触面にぶつかる際に、光は反射し、続いて物質
内を伝播する。移送された光が領域３１０との接触面にぶつかる際に、光は領域、すなわ
ち光感受層３０５に抽出される。この特定の実施形態では、領域３０６は光感受性物質を
含んでよく、領域３０７及び領域３０８は高分子材料を含んでもよい。
【００３３】
　光感受層は、粘弾性材料内に移送された光の約１０％超、約５０％超、又は約８０％超
を抽出することもできる。光感受層は、粘弾性材料内に移送された光の約１０～約９９％
、又は約３０％～約７０％を抽出することもできる。上記のように、粘弾性材料に入射し
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て光感受性物質により吸収され得る光量であれば、光感受性物質は、約１０％超、約５０
％超、又は約８０％超の光を吸収し得る。上記のように、粘弾性材料に入射して光感受性
物質により吸収され得る光量であれば、光感受性物質は、約１０％～約９９％、又は約３
０％～約７０％の光を吸収し得る。
【００３４】
　粘弾性材料は、ある程度の量の光が粘弾層に入射して光感受性物質により吸収されるよ
う、光を調整し得る。概して、例えば光感受性物質が染料である場合、光感受性物質は特
定の波長又は波長範囲の光を吸収し得る。光源により放出される光は白色光であってもよ
い。光源により放出される光は、特定の波長又は波長範囲を有してよく、この光は光感受
性物質の吸収特性に依存して選択され得る。粘弾性材料に入射して光感受性物質により吸
収され得る光量であれば、粘弾性材料は、この光の約１０％超、約５０％超、又は約８０
％超が光感受性物質により吸収されるよう光を調整し得る。
【００３５】
　粘弾性材料は１種以上の粘弾性材料を含み得る。広くは、粘弾性材料は、変形すると、
弾性及び粘性挙動の両方を呈する。弾性特性は、過渡荷重が除去された後でその元の形状
に戻る材料の能力を指す。材料の弾性の１つの尺度は永久伸び値と呼ばれ、これは、材料
が延伸され、その後延伸されたのと同じ条件下で回復（脱延伸）させた後に残留する伸び
の関数である。材料が０％永久伸び値を有する場合は、材料は弛緩の際にその元の長さに
回復しており、一方で永久伸び値が１００％の場合は、弛緩の際に材料はその元の長さの
２倍である。永久伸び値は、ＡＳＴＭ　Ｄ４１２を用いて測定することができる。有用な
粘弾性材料は、約１０％超過、約３０％超過、若しくは約５０％超過；又は約５～約７０
％、約１０～約７０％、約３０～約７０％、若しくは約１０～約６０％の永久伸び値を有
してもよい。
【００３６】
　ニュートン液体である粘着性材料は、応力は剪断勾配と共に直線的に増大すると述べる
ニュートンの法則に従う粘着性特性を有する。剪断勾配が除かれた際、液体はその形状を
回復させない。有用な粘弾性材料の粘着性特性は、材料が分解しないような妥当な温度下
での材料の流動性を含む。
【００３７】
　粘弾性材料は、粘弾性材料と再帰反射フィルムとが光学的に結合されるように、例えば
再帰反射フィルム又は基板といった材料から光を抽出するように設計された材料の少なく
とも一部による十分な接触又は濡れを促進する特性を有することができる。光は、次いで
粘弾性材料から抽出することができる。粘弾性材料は、一般的に、柔らかく、柔軟でかつ
可撓性である。したがって、粘弾性材料は、十分な接触がもたらされ得るような弾性率（
又は貯蔵弾性率Ｇ’）と、層が所望されないように流れないような粘性係数（又は損失率
Ｇ”）と、層の減衰の相対次数の減衰係数（Ｇ”／Ｇ’、ｔａｎ　Ｄ）とを有し得る。
【００３８】
　有用な粘弾性材料は、１０ｒａｄ／秒及び約２０～約２２℃の温度で測定した場合に、
約３００，０００Ｐａ未満の貯蔵弾性率Ｇ’を有し得る。有用な粘弾性材料は、１０ｒａ
ｄ／秒及び約２０～約２２℃の温度で測定した場合に、約３０～約３００，０００Ｐａの
貯蔵弾性率Ｇ’を有し得る。有用な粘弾性材料は、１０ｒａｄ／秒及び約２０～約２２℃
の温度で測定した場合に、約３０～約１５０，０００Ｐａの貯蔵弾性率Ｇ’を有し得る。
有用な粘弾性材料は、１０ｒａｄ／秒及び約２０～約２２℃の温度で測定した場合に、約
３０～約３０，０００Ｐａの貯蔵弾性率Ｇ’を有し得る。有用な粘弾性材料は、１０ｒａ
ｄ／秒及び約２０～約２２℃の温度で測定された場合に、約３０～約１５０，０００Ｐａ
の貯蔵弾性率Ｇ’、並びに約０．４～約３の損失係数（ｔａｎ　ｄ）を有し得る。材料の
粘弾性特性は、例えば、ＡＳＴＭ　Ｄ４０６５、Ｄ４４４０、及びＤ５２７９に従って、
動的機械分析を用いて測定され得る。
【００３９】
　一部の実施形態では、粘弾性材料は、ダルキスト基準線で説明されるように（Ｈａｎｄ
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ｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙ，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄ．，Ｄ．Ｓａｔａｓ編、Ｖａｎ　Ｎｏｓｔｒａｎｄ　
Ｒｅｉｎｈｏｌｄ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９８９で説明されるように）、ＰＳＡを含む。
【００４０】
　粘弾性材料は、特定の剥離力を有することができ、又は少なくとも特定の範囲内の剥離
力を呈することができる。例えば、粘弾性材料は、約５０～約３０００ｇ／インチ（約１
９．７～約１１８１．１ｇ／ｃｍ）、約３００～約３０００ｇ／インチ（約１１８．１～
約１１８１．１ｇ／ｃｍ）、又は約５００～約３０００ｇ／インチ（約１９６．９～約１
１８１．１ｇ／ｃｍ）の９０°剥離力を有することができる。剥離力は、ＩＭＡＳＳから
の剥離試験機を用いて測定することができる。
【００４１】
　一部の実施形態では、粘弾性材料はスペクトル（約２００から約９００ｎｍ、あるいは
約４００～約７５０ｎｍ）の少なくとも一部にわたって約８０～約１００％、約９０～約
１００％、約９５～約１００％、又は約９８～約１００％の高い光透過率を有する光学的
に透明な材料を含む。一部の実施形態では、粘弾性材料は、約５％未満、約３％未満、又
は約１％未満のヘイズ値を有する。一部の実施形態では、粘弾性材料は、約０．０１～約
５％未満、約０．０１～約３％未満、又は約０．０１～約１％未満のヘイズ値を有する。
透過率は、吸収分光法を用いてランベルト・ベールの法則に従って測定することができる
。透過率におけるヘイズ値は、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３に従ってヘイズメータを用いて決定
され得る。
【００４２】
　一部の実施形態では、粘弾性材料は、高い光透過率と低いヘイズ値を有する光学的に透
明な材料を含む。高い光透過率は、可視光スペクトルの少なくとも一部分（約４００～約
７００ｎｍ）にわたって、約９０～約１００％、約９５～約１００％、又は約９９～約１
００％であってもよく、ヘイズ値は、約０．０１～約５％未満、約０．０１～約３％未満
、又は約０．０１～約１％未満であってもよい。粘弾性材料は、約５０～約１００％の光
透過率を有することもできる。この文脈において、可視光スペクトルの一部は、１種以上
の光感受性物質が使用される場合に、少なくとも１種の光感受性物質の吸収波長のピーク
の、少なくとも１つであり得る。
【００４３】
　一部の実施形態では、粘弾性材料には曇りがあり、光、特に可視光を拡散させる。曇り
のある粘弾性材料は、約５％よりも高い、約２０％よりも高い、又は約５０％よりも高い
ヘイズ値を有してもよい。曇りのある粘弾性材料は、約５～約９０％、約５～約５０％、
又は約２０～約５０％のヘイズ値を有し得る。
【００４４】
　粘弾性材料は、約１．３～約２．６、１．４～約１．７、又は約１．５～約１．７の範
囲の屈折率を有することができる。粘弾性材料用に選択された特定の屈折率又は屈折率範
囲は、光活性化抗微生物デバイスの全体的な設計及びこのデバイスが意図されている具体
的な用途に依存して決定され得る。
【００４５】
　粘弾性材料は、概して少なくとも１つのポリマーを含む。粘弾性材料は、少なくとも１
つのＰＳＡを含み得る。ＰＳＡは被着体を共に接着するために有用であり、（１）強力か
つ恒久的な粘着性、（２）わずかな指圧による接着、（３）被着体に留まるのに十分な能
力、（４）被着体からきれいに取り外し可能な十分な凝集力、などの特性を呈する。感圧
性接着として良好に機能を果たすことがわかっている材料は、粘着力、剥離接着力、及び
剪断保持力の、望ましいバランスをもたらすのに必要な、粘弾性を示すように設計され配
合されたポリマーである。特性の適正なバランスを得るのは、単純なプロセスではない。
ＰＳＡの定量的記述は、先に引用されたダルキストの参考文献に見出すことができる。
【００４６】
　実用的なＰＳＡは、上記で引用されたＳｈｅｒｍａｎらの参考文献に詳細が記載されて
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いる。実用的なＰＳＡの簡単な説明のみが、本明細書に含まれる。代表的なポリ（メタ）
アクリル酸塩は、ＰＳＡの柔軟性及びタックに役立つモノエチレン的に不飽和のアルキル
（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも１つ含むモノマーＡ、並びにＰＳＡのＴｇを
上げ、ＰＳＡの結合力に役立つ、モノエチレン的に不飽和のフリーラジカル的に共重合す
る強化モノマーを少なくとも１つ含むモノマーＢ、から生じる。モノマーＢは、モノマー
Ａよりも高いホモポリマーのガラス転移温度（Ｔｇ）を有する。本明細書で用いるとき、
（メタ）アクリル系とは、アクリル系及びメタクリル系分子種の両方を指し、同様に（メ
タ）アクリレートに関する。
【００４７】
　好ましくは、モノマーＡは約０℃以下のホモポリマーＴｇを有する。好ましくは、（メ
タ）アクリレートのアルキル基が、平均約４から２０の炭素原子を有する。モノマーＡの
例として、２－メチルブチルアクリレート、イソオクチルアクリレート、ラウリルアクリ
レート、４－メチル－２－ペンチルアクリレート、イソアミルアクリレート、ｓｅｃ－ブ
チルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ヘキシルアクリレート、２－エチルヘ
キシルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、ｎ－デシルアクリレート、イソデシル
アクリレート、イソデシルメタクリレート、及びイソノニルアクリレートが挙げられる。
アルキル基は、エーテル、アルコキシエーテル、エトキシル化又はプロポキシル化メトキ
シ（メタ）アクリレートを含むことができる。モノマーＡは、ベンジルアクリレートを含
み得る。モノマーＡは、ウレタンアクリレートを含み得る。
【００４８】
　好ましくは、モノマーＢは少なくとも約１０℃、例えば、約１０～約５０℃のホモポリ
マーＴｇを有する。モノマーＢは、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリルアミド及びＮ
－モノアルキル又はそのＮ－ジアルキル誘導体、又は（メタ）アクリレートを含み得る。
モノマーＢの例としては、Ｎ－ヒドロキシエチルアクリルアミド、ジアセトンアクリルア
ミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアクリルアミド、Ｎ－エチル
－Ｎ－アミノエチルアクリルアミド、Ｎ－エチル－Ｎ－ヒドロキシエチルアクリルアミド
、Ｎ，Ｎ－ジヒドロキシエチルアクリルアミド、ｔ－ブチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアミノエチルアクリルアミド、及びＮ－オクチルアクリルアミドが挙げられる。モ
ノマーＢのその他の例としては、イタコン酸、クロトン酸、マレイン酸、フマル酸、２，
２－（ジエトキシ）エチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート又はメタク
リレート、３－ヒドロキシプロピルアクリレート又はメタクリレート、メチルメタクリレ
ート、イソボルニルアクリレート、２－（フェノキシ）エチルアクリレート又はメタクリ
レート、ビフェニルアクリレート、ｔ－ブチルフェニルアクリレート、シクロヘキシルア
クリレート、ジメチルアダマンチルアクリレート、２－ナフチルアクリレート、フェニル
アクリレート、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニルアセトアミド、Ｎ－ビニルピロリド
ン、及びＮ－ビニルカプロラクタムが挙げられる。モノマーＢは、エポキシアクリレート
を含み得る。
【００４９】
　一部の実施形態では、（メタ）アクリレートＰＳＡは、約０℃未満及びより好ましくは
約－１０℃未満のＴｇが得られるように形成される。そのような（メタ）アクリレートＰ
ＳＡは、両方とも（メタ）アクリレートＰＳＡコポリマーの総重量と比較して、少なくと
も１つのモノマーＡの重量で約６０～約９８％及び少なくとも１つのモノマーＢの重量で
約２～約４０％を含む。
【００５０】
　実用的なＰＳＡは、天然ゴム系及び合成ゴム系のＰＳＡを含む。ゴム系ＰＳＡとしては
、ブチルゴム、イソブチレンとイソプレンのコポリマー、ポリイソブチレン、イソプレン
のホモポリマー、ポリブタジエン、及びスチレン／ブタジエンゴムが挙げられる。これら
のＰＳＡは、本質的にべとついているか、又はこれらは、粘着付与剤を必要とし得る。粘
着付与剤は、ロジン及び炭化水素樹脂を含む。
【００５１】
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　実用的なＰＳＡは、熱可塑性エラストマーを含む。これらのＰＳＡとしては、ポリイソ
プレン、ポリブタジエン、ポリ（エチレン／ブチレン）、ポリ（エチレンプロピレンの弾
性のあるブロックをともなうスチレンブロックコポリマーが挙げられる。エラストマー自
体が十分に粘着性でない場合は、ゴム相に関連する樹脂を熱可塑性エラストマーＰＳＡと
共に使用してもよい。樹脂に関連するゴム相の例としては、脂肪族オレフィン由来の樹脂
、水素添加樹脂、及びテルペンフェノール樹脂が挙げられる。エラストマーが十分に硬く
ない場合は、熱可塑性相に関連する樹脂を熱可塑性エラストマーＰＳＡと共に使用しても
よい。樹脂と関連する熱可塑性相には、多環芳香族、クマロンインデン樹脂、コールター
ル又は石油由来の樹脂が挙げられる。
【００５２】
　実用的なＰＳＡには、米国特許第７，００５，３９４号（Ｙｌｉｔａｌｏら）に記載さ
れるような、粘着力を高めた熱可塑性エポキシ感圧接着剤が挙げられる。これらのＰＳＡ
は、熱可塑性ポリマー、粘着付与剤、及びエポキシコンポーネントを含む。
【００５３】
　実用的なＰＳＡとしては、米国特許第３，７１８，７１２号（Ｔｕｓｈａｕｓ）に記載
されるような、ポリウレタン感圧接着剤が挙げられる。これらのＰＳＡは、架橋されたポ
リウレタン及び粘着付与剤を含む。
【００５４】
　実用的なＰＳＡとしては、米国特許第２００６／０２１６５２３号（Ｓｈｕｓｕｋｅ）
に記載されるような、ポリウレタンアクリレートが挙げられる。これらのＰＳＡは、ウレ
タンアクリレートオリゴマー、可塑剤及び反応開始剤を含む。
【００５５】
　実用的なＰＳＡには、例えば、米国特許第５，２１４，１１９号（Ｌｅｉｒら）に記載
された、ポリジオルガノシロキサン、ポリジオルガノシロキサンポリオキサミド、シリコ
ーン尿素ブロックコポリマー等のシリコーンＰＳＡが挙げられる。シリコーンＰＳＡは、
シリコン結合した水素と不飽和の脂肪族との間のヒドロシリル化反応から形成され得る。
シリコーンＰＳＡは、ポリマー又はゴム及び任意の粘着付与樹脂を含み得る。粘着付与樹
脂は、トリアルキルシロキシ基でエンドキャップされる三次元ケイ酸塩構造を含み得る。
【００５６】
　有用なシリコーンＰＳＡはまた、ポリジオルガノシロキサンポリオキサミドと、参照に
より本明細書に組み込まれる米国特許第７，３６１，４７４号（Ｓｈｅｒｍａｎら）に記
載のような任意の粘着付与剤とを含んでもよい。有用な粘着付与剤としては、参照により
本明細書に組み込まれる米国特許第７，０９０，９２２　Ｂ２号（Ｚｈｏｕら）に記載の
ようなシリコーン粘着付与樹脂が挙げられる。
【００５７】
　ＰＳＡは、ＰＳＡの分子量及び強度を築くため、架橋され得る。架橋剤は、化学架橋、
物理架橋又はそれらの組み合わせを形成するために使用されてよく、熱、紫外線等によっ
て活性化され得る。
【００５８】
　ある実施形態では、粘弾性材料は、米国特許第７，２５５，９２０（Ｂ２）号（Ｅｖｅ
ｒａｅｒｔｓら）に記載されるような、（メタ）アクリレートブロックコポリマーから形
成されるＰＳＡを含む。広くは、これらの（メタ）アクリレートブロックコポリマーは、
アルキルメタクリレート、アラルキルメタクリレート、アリールメタクリレート、又はこ
れらの組み合わせを含む第１のモノマー組成物の反応生成物である少なくとも２つのＡブ
ロックポリマー単位であって、各Ａブロックが少なくとも５０℃のＴｇを有し、メタクリ
レートブロックコポリマーがＡブロックを２０～５０重量％含む、少なくとも２つのＡブ
ロックポリマー単位と；アルキル（メタ）アクリレート、ヘテロアルキル（メタ）アクリ
レート、ビニルエステル、又はこれらの組み合わせを含む第２のモノマー組成物の反応生
成物である少なくとも１つのＢブロックポリマー単位であって、Ｂブロックが２０℃以下
のＴｇを有し、（メタ）アクリレートブロックコポリマーがＢブロックを５０～８０重量
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％含む、少なくとも１つのＢブロックポリマー単位とを含み；Ａブロックポリマー単位は
、Ｂブロックポリマー単位のマトリックス中に、約１５０ｎｍ未満の平均寸法を有する微
小領域として存在する。
【００５９】
　一部の実施形態では、粘弾性材料は、例えば３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙの転写テープＶＨＢ
（商標）Ａｃｒｙｌｉｃ　Ｔａｐｅ　４９１０Ｆ、及び３Ｍ（商標）Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ
　Ｃｌｅａｒ　Ｌａｍｉｎａｔｉｎｇ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ（８１４０及び８１８０シリ
ーズ）などの、透明アクリルＰＳＡを含む。
【００６０】
　一部の実施形態では、粘弾性材料は、米国特許第６，６６３，９７８（Ｂ１）号（Ｏｌ
ｓｏｎら）に記載されるような、置換又は非置換の芳香族部分を含有する少なくとも１つ
のモノマーから形成されたＰＳＡを含む。
【００６１】
　一部の実施形態では、粘弾性材料は、（ａ）ペンダントビフェニル基を有するモノマー
単位と、（ｂ）アルキル（メタ）アクリレートモノマー単位とを含む、米国特許出願第１
１／８７５１９４号（６３６５６ＵＳ００２，Ｄｅｔｅｒｍａｎら）に記載のようなコポ
リマーを含む。
【００６２】
　一部の実施形態では、粘弾性材料は、（ａ）ペンダントカルバゾール基を有するモノマ
ー単位と、（ｂ）アルキル（メタ）アクリレートモノマー単位とを含む米国特許出願第６
０／９８３７３５号（６３７６０ＵＳ００２、Ｄｅｔｅｒｍａｎら）に記載のようなコポ
リマーを含む。
【００６３】
　一部の実施形態では、粘弾性材料は、接着剤マトリクス中に分散してルイス酸－塩基の
ペアを形成するブロックコポリマーを含む、米国仮特許出願第６０／９８６２９８号（６
３１０８ＵＳ００２，Ｓｃｈａｆｆｅｒら）に記載のような接着剤を含む。ブロックコポ
リマーはＡＢブロックコポリマーを含み、Ａブロック相は分離して、Ｂブロック／接着剤
マトリックス内に微小領域を形成する。例えば、接着剤マトリックスは、ペンダント酸官
能基を有するアルキル（メタ）アクリレートとの（メタ）アクリレートのコポリマーを含
んでもよく、ブロックコポリマーは、スチレン－アクリレートコポリマーを含んでもよい
。微小領域は散乱入射光線を前方に進めるほど十分に大きいが、入射光線を後方散乱する
ほど大きくなくてもよい。典型的にはこれらの微小領域は、可視光の波長（約４００～約
７００ｎｍ）よりも大きい。いくつかの実施形態では、微小領域のサイズは約１．０～約
１０μｍである。
【００６４】
　粘弾性材料は、引き伸ばし剥離可能なＰＳＡを含むことができる。ストレッチリリース
ＰＳＡは、０度角で又はほぼ０度角で延伸されると基材から除去することができるＰＳＡ
である。一部の実施形態では、粘弾性材料又は粘弾性材料で使用されるストレッチリリー
スＰＳＡは、１ｒａｄ／秒及び－１７℃で測定した場合に約１０ＭＰａ未満、又は１ｒａ
ｄ／秒及び－１７℃で測定した場合に約０．０３～約１０ＭＰａの剪断貯蔵弾性率を有す
る。ストレッチリリースＰＳＡは、分解、再加工、又は再生利用が望ましい場合に使用し
てもよい。
【００６５】
　一部の実施形態では、ストレッチリリースＰＳＡは、米国特許第６，５６９，５２１　
Ｂ１号（Ｓｈｅｒｉｄａｎら）又は米国特許仮出願第６１／０２０４２３号（６３９３４
ＵＳ００２、Ｓｈｅｒｍａｎら）及び同第６１／０３６５０１号（６４１５１ＵＳ００２
、Ｄｅｔｅｒｍａｎら）に記載のようなシリコーン系ＰＳＡを含んでもよい。このような
シリコーン系ＰＳＡは、ＭＱ粘着付与樹脂及びシリコーンポリマーの組成物を含む。例え
ば、ストレッチリリースＰＳＡは、ＭＱ粘着付与樹脂と、尿素系シリコーンコポリマー、
オキサミド系シリコーンコポリマー、アミド系シリコーンコポリマー、ウレタン系シリコ
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ーンコポリマー、及びこれらの混合物からなる群から選択されるエラストマーシリコーン
ポリマーとを含んでもよい。
【００６６】
　一部の実施形態では、ストレッチ解放式のＰＳＡは、米国仮出願第６１／１４１７６７
号（６４４１８ＵＳ００２、Ｙａｍａｎａｋａら）及び同第６１／１４１８２７号（６４
９３５ＵＳ００２、Ｔｒａｎら）に記載があるように、アクリレート系のＰＳＡを含む。
このようなアクリレート系のＰＳＡには、アクリレート、無機粒子及び架橋剤の組成物が
挙げられる。これらのＰＳＡは、単層又は多層であることができる。
【００６７】
　粘弾性材料は、米国特許第２００６／００３５０３９（Ａ１）号（Ｙｌｉｔａｌｏら）
に記載されるような、酸化銀、硫酸銀、酢酸銀、塩化銀、リン酸銀、ステアリン酸銀、チ
オシアン酸銀、タンパク銀複合物、炭酸銀、スルファジアジン銀、アルギン酸銀、及びこ
れらの組み合わせを含む、銀系化合物又は「難溶性」銀化合物などの追加の抗微生物性剤
を含む。難溶性銀化合物は、可溶化剤の補助なく、約１０グラム／リットルまで水に溶解
可能であると定義され得る。他の追加の抗微生物剤としては、クロルヘキシジン誘導体な
どのビグアニド化合物、エタノール又はイソプロパノールなどのアルコール、グルタルア
ルデヒドなどのアルデヒド、フェノール、トリクロサン及びクロロキシレノールなどのフ
ェノール成分、ポビドンヨードなどのヨウ素及びヨード、塩化ベンザルコニウム及び塩化
セチルピリジニウムなどの四級アンモニウム化合物、並びに次亜塩素酸、クロラミン及び
塩素酸塩などの酸化剤が挙げられる。
【００６８】
　粘弾性材料は、ナノ粒子（直径約０．００５～約１μｍ）、マイクロスフェア（直径１
～約１０μｍ）などの粒子、又は繊維も含み得る。
【００６９】
　粘弾性材料は、以下に記載されるような様々な形態へと切断することのできる、層、シ
ート、フィルムなどの形態であり得る。粘弾性材料の厚みは、材料が所望される通りに機
能できさえすれば特に限定されない。粘弾性材料の厚みは、光源に基づいて又は光源と共
に選択され得る。例えば、設計パラメーターは、特定の光源が使用されるように制限され
るか、あるいは特定の光源の使用を必要とする場合があり、並びに粘弾性材料に入射する
ために必要な光の最小量、又は量範囲が存在する場合もある。したがって、粘弾性材料の
厚みは、所定の光源から必要量の光が材料に入射可能であるように選択することができる
。粘弾性材料の最大厚は、特に薄く設計されたデバイスでの使用に要求され得る。粘弾性
材料の例示的な厚みは、約０．４ミル（０．０１ｍｍ）～約１０００ミル（２５ｍｍ）、
約１ミル（０．０２５ｍｍ）～約３００ミル（７．６ｍｍ）、約１ミル（０．０２５ｍｍ
）～約６０ミル（１．５ｍｍ）、又は約０．５ミル（０．０１３ｍｍ）～約３０ミル（０
．７６ｍｍ）の範囲である。
【００７０】
　光感受性物質は、抗微生物活性が生じるように、粘弾性材料から抽出された光エネルギ
ーを移送し得る、任意の材料を含み得る。抗微生物活性は、光感受性物質に関する特定の
環境に応じて形成される、１種以上の反応種（例えば、一重項酸素、過酸化水素、ヒドロ
キシラジカル、スーパーオキシドラジカルアニオン、光感受性物質ラジカル及び多くの他
のラジカルなど）の発生により生じ得る。
【００７１】
　概して、光感受性物質は、不可視光又は可視光スペクトルを吸収する材料を含む。光感
受性物質は、約２００～約７５０ｎｍ又は約４００～約７５０ｎｍの範囲内の、特定の波
長又は波長範囲を吸収し得る。好適な光感受性物質としては、約４００～約７５０ｎｍの
範囲内の、かなり狭い範囲の光を吸収し得る染料が挙げられる。好適な染料は、以下の部
類の任意の１種以上を含む：ポルフィリン、フルオロセイン、フェノチアジン、フタロシ
アニン、アクリジン、キサンテン、チオニン、オキサジン、トリフェニルメタン、Ｃ．Ｉ
．アズール色素、アントラセン、アントラキノン、及びキナクリン。光感受性物質として
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は、アクリジンイエローＧ、ローズベンガル、エリトロシン、フロキシンＢ、メチレンブ
ルー、トルイジンブルー、テトラトリルホスフィン（Tetratolylphorphine）、テトラフ
ェニルホスフィン（Tetraphenylporphine）及び／又はアクリジンオレンジが挙げられ得
る。光感受性物質は、白金又はパラジウム含有化合物を含み得、ここで白金又はパラジウ
ムはヘテロ環の窒素原子と錯体形成する；これらの化合物は、米国特許第６，２４８，７
３３（Ｂ１）号（Ｌａｎｄｇｒｅｂｅら）に記載される。
【００７２】
　更に他の実施例では、光感受性物質は、例えば、国際公開第９９／６２８２２号（Ｋｏ
ｂａｙａｓｈｉら）及び米国継続出願第１０３８１３５号（Ｌａｎｇｅら）に記載される
ような、アナターゼ型二酸化チタンを含み得る。
【００７３】
　更に他の実施例では、光感受性物質は、二酸化塩素、二酸化硫黄、硫化水素、塩素、一
酸化二塩素、シアン化水素酸、二酸化窒素、一酸化窒素、及び亜酸化窒素などのガスを放
出する組成物を含み得る。これらの例示的な組成物は、米国特許第７，２７３，５６７（
Ｂ１）号（Ｗｅｌｌｉｎｇｈｏｆｆら）に記載されている。概して、気体を放出する組成
物は、電磁放射線により活性化される（典型的にはＵＶ及び／又は可視光を吸収する）触
媒、並びに酸化又は反応することで気体を生成し得るアニオンを含有している固体を含む
。例示的な触媒は、金属酸化物、金属硫化物、金属カルコゲン化物、リン化金属、ヒ化金
属、非金属半導体（non-metallic semiconductors）、高分子半導体、光学活性ホモポリ
アニオン、及び光学活性ヘテロポリイオンからなる群から選択される。例示的なアニオン
は、亜塩素酸塩、亜硫酸水素塩、亜硫酸塩、水硫化物、硫化物、次亜塩素酸塩、シアン化
物及び硝酸塩からなる群から選択される。一実施形態では、触媒は、塩化ナトリウムコー
ティングを有するアナターゼ型二酸化チタン粒子を含む。
【００７４】
　光感受性物質は、より大きい分子、巨大分子又はポリマーと、共有結合する場合もある
。例えば、光感受性物質は、光感受性のペンダント基を有するポリマーを含み得る。光感
受性のペンダント基を有するポリマーは、光感受性のペンダント基を有する１種以上のモ
ノマーと他のモノマーとの付加及び／又は縮合重合により、１種以上の光感受性基をポリ
マーの主鎖又は副鎖（予め形成されている）上にグラフト化することにより、あるいは架
橋により、作製してもよい。共有結合した光感受性物質を有するポリマーは、ポリアクリ
レート、ポリメタクリレート、ポリウレタン、ポリオレフィン、ポリエチレンイミン、ポ
リカーボネート、セルロース、ポリエステル、ポリイミド、ポリ尿素、ポリアミド、ポリ
エーテル又はこれらの組み合わせであり得る。共有結合した光感受性物質を有するポリマ
ーは、白金若しくはパラジウム含有基を有するポリウレタン又はポリオレフィンを含んで
もよく、ここで、白金又はパラジウムはヘテロ環の窒素原子と錯体形成する；これらの化
合物は、米国特許第６，４３２，３９６（Ｂ１）号（Ｌａｎｄｇｒｅｂｅら）に記載され
る。共有結合した光感受性物質を有するポリマーは、ローズベンガルペンダント基を有す
るポリスチレン／ジビニルベンゼンコポリマーを含み得る。
【００７５】
　光感受性物質との共有結合を有するポリマーは、４－ビニルピリジンの窒素原子を官能
基化することにより作製してもよい。
【００７６】
　グラフト化に使用し得る光感受性物質としては、カルボン酸、ヒドロキシル、アミノ、
チオール又はアルケン官能基などの反応性のペンダント基を有するものが挙げられる。
【００７７】
　光感受性物質は、光感受性物質に関する特定の環境に依存して遊離型であっても、遊離
型でなくてもよい。例えば、光感受性物質は、より巨大な分子、巨大分子、ポリマー、又
は粒子とイオン結合していてもよい。イオン結合は、典型的には、反対の電荷を有する種
間の静電相互作用である。例えば、光感受性物質は、アニオン性に又はカチオン性に荷電
し、反対の電荷を有するより大きな分子、より大きな分子、巨大分子、ポリマー又は粒子
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とイオン結合により結合し得る。例えば、光感受性物質がイオン結合によりポリマーと結
合しており、かつこの２つの物質の組み合わせがある程度親水性であり、次いで十分な湿
分に曝露された場合に、物品、デバイス又は方法の保管又は使用時に、光感受性物質を動
員することができる。しかしながら、２つの物質の組み合わせが疎水性である場合には、
光感受性物質は、物品、デバイス又は方法の保管又は使用時に、固定化されたままであり
得る。
【００７８】
　光感受性物質は、光源から放出された光が光感受性物質により吸収できる限りは、任意
の方法により粘弾性材料に配置され得る。例えば、光感受性物質は粘弾性材料に、この２
つが単一層又は他の形態を形成するよう、組み込まれ得る。光感受性物質は、上記のよう
に遊離形態で、又は結合形態で組み込んでもよい。光感受性物質は、粘弾性材料中に均一
に又はほぼ均一に組み込んでもよい。光感受性物質は、粘弾性材料中に勾配を形成するよ
うに組み込んでもよい。光感受性物質は、粘弾性材料中の別個の領域（区域、縞模様など
）に組み込んでもよい。
【００７９】
　光感受性物質を含む光感受層は、粘弾性材料上に配置され得る。一部の実施形態では、
光感受層は、光感受性物質から本質的になる。例えば、光感受性物質溶液を粘弾性材料上
にコーティングし、得られた湿潤層を乾燥させることで、光感受性物質の乾燥コーティン
グを提供することもできる。光感受性物質は、粘弾性材料を完全に覆うか又は部分的に覆
うかのいずれかで、連続層として配置することもできる。同様に、光感受性物質は、粘弾
性材料上に均一に又何らかの種類の模様又は他の非連続的なレイアウトで配置することも
できる。同様に、光感受性物質は、デバイスが均一に又は模様状に取り付けられる基材上
に、配置することもできる。
【００８０】
　光感受層には、光感受性物質及び多孔質物質又は無孔物質を含み得る。
【００８１】
　一部の実施形態では、光感受層は光感受性物質及び繊維性物質を含む。好適な繊維性物
質は、絹、ナイロン、木綿、アラミド及びポリオレフィン、並びにこれらのコポリマーな
どの、天然及び／又は合成物質を含む。繊維性物質は、織りにより形成された布地などの
、織布物質を含み得る。繊維性物質は、長い繊維を化学処理、機械処理、熱処理又は溶媒
処理により共に結合させた、不織布物質を含み得る。例えば、布地を光感受性物質の溶液
で濡らし、得られた濡れた布地を乾燥させることで、布地を構成している繊維上に光感受
性物質が堆積している乾燥布地を提供することもできる。
【００８２】
　一部の実施形態では、光感受層は、光感受性物質と、組成物の２成分間の選択的なバリ
アとして機能する膜とを含み、組成物の一部は膜を通過することができるが、一部は通過
できない。膜は、無機膜、ポリマー膜又は生物学的膜であってよい。膜は、ポリマー又は
ポリマーブレンド、核形成剤及び希釈剤を使用する、熱誘起相分離法（thermally induce
d phase separation、ＴＩＰＳ）として既知のプロセスにより作製され得る。ＴＩＰＳを
用いて作製される膜は、約０．０５～約２０μｍの内のいずれかの平均孔径を有するよう
カスタマイズすることができる。膜を作製するためのＴＩＰＳの使用は、国際公開第２０
０９／０４８７４３（Ａ１）号（Ｍｒｏｚｉｎｓｋｉ）；米国特許第２００５／００５８
８２１（Ａ１）号（Ｓｍｉｔｈら）；同第２００６／１４８９１５（Ａ１）号（Ｆｌｏｙ
ｄら）；及び同第２００３／２２８４５９（Ａ１）号（Ｍｒｏｚｉｎｓｋｉら）に記載さ
れている。
【００８３】
　一部の実施形態では、光感受層は、光感受性物質及びポリマー材料を含む。例えば、光
感受性物質はポリマー材料に、この２つが単一層を形成するよう、組み込まれてもよい。
光感受性物質は、上記のように遊離形態で、又は結合形態で組み込んでもよい。組み込ま
れた光感受性物質を有するポリマー材料は、上記の繊維性物品の製造に使用することもで
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きる。
【００８４】
　光活性化抗微生物デバイスが上記のように機能し得る限り、任意のポリマー材料を使用
することができる。光感受性物質は、例えば、光感受性物質がポリマー材料と凝集するこ
とで、光感受性物質による光の吸収に干渉することのないよう、ポリマー材料と相溶性で
あることが必要な場合がある。ポリマー材料は、特定の波長範囲内の光をわずかに吸収す
るかあるいは全く吸収しない材料である必要があり得る。例えば、ポリマー材料は、デバ
イスの有効性に影響し得るものとして光感受性物質により吸収されることが意図される波
長範囲内の光を、わずかに吸収するかあるいは全く吸収しない材料である必要があり得る
。ポリマー材料（例えば結合剤）が光感受性物質により産生される酸化種により容易に分
解されないこともまた、より長期間使用され得るデバイスについて重要である。
【００８５】
　光感受性物質は、所望の効果を得るのに必要とされる任意の量で使用することができる
。例えば、光感受性物質は、コロニー形成単位の例えば約８０～１００％を減少させるの
に有効な量で使用することができる。光感受性物質は、重量により、及び光感受性物質が
使用される層又は材料の重量に対して約０．０１～約１０重量％、又は約０．１～約５重
量％の量で、使用することができる。
【００８６】
　光活性化抗微生物物品は、粘弾性材料が堆積した基材を更に含んでもよい。基材は、光
活性化抗微生物物品に意図される特性に基づいて、様々な種類の材料を含み得る。基材は
手により曲げられるものであってよく、又は手によりわずかに曲げられるかあるいは全く
曲げられないような堅いものであってもよい。基材は特定の用途で必要とされる任意のバ
ルク状の三次元形状を有してもよい。基材は粘弾性材料の大きさと同じであってよく、又
は粘弾性材料と比べてより大きいかあるいはより小さいものであってもよい。基材は、層
、シート、フィルムなどの形態であってよい。基材は、ポリマーフィルム、紙、布地、又
はこれらの組み合わせを含み得る。基材の例示的な厚みは、約０．４ミル（０．０１ｍｍ
）～約１０００ミル（２５ｍｍ）、約１ミル（０．０２５ｍｍ）～約３００ミル（７．６
ｍｍ）、約１ミル（０．０２５ｍｍ）～約６０ミル（１．５ｍｍ）、又は約０．５ミル（
０．０１３ｍｍ）～約３０ミル（０．７６ｍｍ）の範囲である。
【００８７】
　基材は、入射光を反射し、粘弾性材料内に移送する、反射体を含み得る。この方法では
、例えば光は全内部反射により移送され、粘弾性材料を介して、又は材料の特定の領域へ
と分散される。基材は、反射する場合には、入射光の約５０～約１００％、約７０～約１
００％、約９０～約１００％を反射する。基材は、入射光の約０～約２０％を抽出するよ
う選択することができる。
【００８８】
　反射体は、光の反射角が入射角の約１６°以内である鏡面反射鏡を含み得る。好適な鏡
面反射体としては、基材上にコーティングされた反射材料のフィルムを備えた、平面鏡な
どの鏡が挙げられる。好適な反射体としては、多層光学フィルムである鏡が挙げられる。
有用な多層光学フィルムは、第１及び第２のポリマー層の約１０～約１０，０００の交互
層を有するフィルムを含み、このポリマー層はポリエステルを含む。例示的な多層光学フ
ィルムは、米国特許第５，８２５，５４３号及び同第５，８２８，４８８号（Ｏｕｄｅｒ
ｋｉｒｋ　ｅｔ　ａｌ．）、並びに上記に参照されたＳｈｅｒｍａｎらのいずれかの追加
の引用文献に記載されている。代表的な鏡面反射体としては、３Ｍ（商標）Ｃｏｍｐａｎ
ｙから入手可能なもの、例えば、Ｈｉｇｈ　Ｒｅｆｌｅｃｔｉｖｅ　Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｍ
ｉｒｒｏｒ　Ｆｉｌｍ及びＨｉｇｈ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｍｉｒｒｏｒ　Ｆｉｌ
ｍなどの３Ｍ（商標）Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ　Ｇｒａｄｅ　Ｒｅｆｌｅｃｔｉｖ
ｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ、並びにＶｉｋｕｉｔｉ（商標）Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｓｐｅｃｕｌ
ａｒ　ＲｅｆｌｅｃｔｏｒなどのＶｉｋｕｉｔｉ（商標）フィルムが挙げられる。
【００８９】
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　反射体は拡散反射体を含んでもよく、ここで、粘弾性材料の内部を伝播する光は拡散反
射体の表面で反射及び拡散する。拡散反射面では、所与の入射角の光は複数の反射角で反
射し、反射角の少なくともいくつかは入射角の約１６°超過である。拡散反射面は、反射
される光の波長に対して不規則な表面を含んでもよい。拡散反射面は、基材の上に配置さ
れた有機粒子、無機粒子、又は有機／無機混合粒子の層を含んでもよい。粒子は、約０．
０１超過から約１００μｍ、約０．０５超過から約１００μｍ、又は約０．０５超過から
約５０μｍの直径を有することができる。粒子は、高分子結合剤に分散させてもよい。結
合剤としては、１種以上のポリマーが挙げられ、例えば、ＰＳＡなどの上記の粘弾性材料
のいずれかであってよい。
【００９０】
　一部の実施形態では、基材は多層光学フィルムを含む。鏡である多層光学フィルムは上
述されている。多層光学フィルムのその他の種類を使用することも可能であり、例えば、
多層光学フィルムは、反射フィルム、偏光フィルム、反射偏光フィルム、拡散混合反射偏
光フィルム、拡散フィルム、輝度上昇フィルム、転向フィルム、ミラーフィルム、又はこ
れらの組み合わせであってもよい。代表的な多層光学フィルムには、３Ｍ（商標）Ｃｏｍ
ｐａｎｙから入手可能な３Ｍ（商標）Ｖｉｋｕｉｔｉ（商標）フィルムが挙げられる。代
表的な多層光学フィルムは、鏡である多層光学フィルムに関して先に引用された参照文献
に記載されている。
【００９１】
　光活性化抗微生物物品は、粘弾性材料上に配置された剥離ライナーを含んでもよい。剥
離ライナーは、通常、接着層と接触するための低い接着表面を有する。剥離ライナーは、
クラフト紙などの紙、又はポリ（塩化ビニル）、ポリエステル、ポリオレフィン、酢酸セ
ルロース、エチレンビニルアセテート、ポリウレタン及びこれらに類するものなどのポリ
マーフィルムを含んでもよい。剥離ライナーは、シリコーン含有材料又はフルオロカーボ
ン含有材料のような剥離剤の層でコーティングされてもよい。剥離ライナーは、材料を含
有するシリコーンでコーティングされたポリエチレンでコーティングされた紙又は高分子
フィルムを含み得る。代表的な剥離ライナーとしては、ポリエチレンテレフタレートフィ
ルム上にシリコーン剥離コーティングを有するＣＰ　Ｆｉｌｍ　Ｉｎｃ．から、商品名「
Ｔ－３０」及び「Ｔ－１０」として市販されているライナーが挙げられる。
【００９２】
　概して、粘弾性材料は、光源により放射された光の少なくとも一部を受容するよう適合
させる。一部の実施形態では、光源と粘弾性材料が接触し、光学的な結合が生じるように
、光源が粘弾性材料に押し付けられ得ることから、特別に設計された入力表面は必要とさ
れない。一部の実施形態では、例えば、材料がＰＳＡを含む場合、光源を粘弾性材料に貼
り付けることができる。一部の実施形態では、光源は粘弾性材料に埋め込まれていてもよ
い。
【００９３】
　光源及び粘弾性材料は、必ずしも以下の実施形態に記載されるように接触している必要
はない。特定の実施形態では、粘弾性材料は光源からの光を受容するように適合させた入
力面を有する。入力面は、光結合手段及び／又は特定の光源に応じて様々なトポグラフィ
ーを有し得る。入力面は適切な曲率を有することができる。入力面を含む入力縁部は、光
源の凸状レンズを受容するための特定の空洞、例えば、凹状の半球形空洞を有してもよい
。あるいは、入力面は、光源からの光を粘弾性材料に光学的に結合させるために、プリズ
ム又はレンズなどの屈折構造を有し得る。
【００９４】
　光活性化抗微生物物品は、粘弾性材料が堆積された基材を更に含んでもよく、ここで基
材は光源を含む。
【００９５】
　一部の実施形態では、光源によって放出される光の少なくとも一部との光結合を促進す
るために、光源と入力縁部との間に配置される抽出器物品を使用してもよい。有用な抽出
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器物品は、光源からの光を抽出するのに適切な曲率を有することができる。粘弾性材料の
屈折率と、光源のいくつかの要素の屈折率を一致させるための、結合材料を使用してよい
。粘弾性材料を光源の一部に付着させるために架橋性材料を使用し、続いて熱及び／又は
光を使用して硬化させることで、架橋材料を形成してよい。
【００９６】
　結合材料はシリコーンゲルを含むことができる。シリコーンゲルは架橋されることがで
きる。シリコーンゲルはシリコーンオイルと混合することができる。シリコーンゲルは、
例えば、ジメチルシリコーン、ジフェニルシリコーン、又はフェニルメチルシリコーンな
どの１つ以上のシリコーン材料を含んでもよい。シリコーンゲルは、架橋されているフェ
ニルメチルシリコーン部分を含むことができる。シリコーンゲルは、架橋されているフェ
ニルメチルシリコーン部分とフェニルメチルシリコーンオイルとを含むことができる。シ
リコーンゲルは、架橋されているフェニルメチルシリコーン部分とフェニルメチルシリコ
ーンオイルとを、０．２：１～５：１の重量比で含むことができる。シリコーンゲルは架
橋されたフェニルメチルシリコーンを含むことができる。シリコーンゲルの代表的な使用
は、参照により本明細書に組み込まれる米国特許第７，３１５，４１８号（ＤｉＺｉｏ　
ｅｔ　ａｌ．）に記載されている。
【００９７】
　光源は、粘弾性材料に光源からの光の少なくともある程度が入射できるように、粘弾性
材料に光学的に結合し得る。例えば、光源は、光源から放出された光の１％超が、１０％
超が、２０％超が、３０％超が、４０％超が、５０％超が、９０％超が、又は約１００％
が粘弾性材料に入射するよう、粘弾性材料に光学的に結合してもよい。別の例では、光源
は、光源によって放射される光の約１～約１０％、約１～約２０％、約１～約３０％、約
１～約４０％、約１～約５０％、約１～約１００％、約１～約１００％、約５０～約１０
０％、又は約１～約１００％が粘弾性材料に入射するように粘弾性材料と光学的に結合さ
せることができる。光源は、ランダムな又は特定の角度分布を有する光を放出することが
できる。
【００９８】
　光源は、任意の好適な光源を含むことができる。一部の実施形態では、１種以上の光感
受性物質が使用される場合、光源は、少なくとも１種の光感受性物質のピーク吸収波長の
少なくとも１つに近い光を放出すべきである。代表的な光源としては、冷陰極蛍光ランプ
などの線状光源、及び発光ダイオード（ＬＥＤ）などの点光源が挙げられる。代表的な光
源としては、有機発光デバイス（ＯＬＥＤ）、白熱電球、蛍光灯、ハロゲンランプ、紫外
線電球、赤外線源、近赤外線源、レーザ、又は化学光源もまた挙げられる。広くは、光源
によって放出される光は、可視であっても不可視であってもよい。少なくとも１つの光源
を使用することができる。例えば、１～約１０，０００個の光源を使用することができる
。光源は粘弾性材料の端部又はその近くに配置されたＬＥＤの列を含んでもよい。光源は
、ＬＥＤから発せられた光が所望の領域全体にわたって継続的又は均一に粘弾性材料を照
らし出すように回路上に配置されたＬＥＤを含んでもよい。光源は、異なる色の光を放射
するＬＥＤを含むことにより粘弾性導光材内で各色が混じり合うようにしてもよい。この
ようにして、グラフィックを、使用中の異なる時間に違ったように見えるようにデザイン
することができる。
【００９９】
　光源は、任意の好適な手段によって電力供給することができる。光源は、バッテリー、
直流電源、ＡＣ～ＤＣ変換電源、交流電源、又は太陽光電池を用いて電力供給することが
できる。光源はまた、歩行などの動作により電力供給されてもよい。光源は遠隔的に電力
供給されてもよく、例えば患者が接続ワイヤから自由になれるように、ＲＦ識別タグなど
の誘導により、電力供給されてもよい。
【０１００】
　図４ａは、例示的な光活性化抗微生物物品の概略断面図を示す。光活性化抗微生物物品
４００は、光学的剥離ライナー４０３とフィルム支持体４０２との間に配置された粘弾層
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４０１を含む。物品４００の一実施形態では、光感受性物質は層４０１を形成する粘弾性
材料中に組み込まれる。物品は、取り外すことのできる剥離ライナーと、フィルム支持体
４０２の反対面を患者の皮膚に適用することのできる粘弾層とを提供することもできる。
有用なフィルム支持体には、以下の図５に記載される弾性のフィルム支持体を含む。
【０１０１】
　物品４００の他の実施形態では、光感受性物質は粘弾層４０１に含まれなくてもよい。
代わりに、光感受性物質は、光活性化抗微生物物品又はデバイスから別個に供給されるロ
ーション、フォーム、ムース、スプラッシュ、エアロゾル又は他の局所用組成物中に配合
することもできる。局所用組成物は、光感受性物質を均一に配合することができ、所望さ
れるように光感受性物質を機能させることのできる、任意の組成物であってよい。ローシ
ョンは典型的には局所用組成物として特徴づけられ、クリーム及びゲルが含まれる。多く
のローションは水中油型エマルションであるが、油中水型の調製も既知である。有用なロ
ーションとしては抗バクテリアのローション、又はハンドクリーム若しくはフェースクリ
ームとして既知のローションが挙げられる。例示的なローション組成物は３Ｍ（商標）Ａ
ｖａｇａｒｄ（商標）Ｄインスタント型手用消毒薬であり、この組成物は保湿基剤中にエ
チルアルコールを含む。
【０１０２】
　一部の実施形態では、局所用組成物は光感受性物質を含み、組成物は、光が皮膚に対す
る全内部反射で維持され得るように、粘弾性材料の屈折率よりも小さな屈折率を有する。
粒子も組成物に含めることができ、粒子は組成物中で光を局所用組成物中に抽出し、ひい
ては光感受性物質に曝露させるよう作用する。
【０１０３】
　局所用組成物に使用される粒子の量は、組成物が均質であり、かつ均一に広げることが
できるように調節され得る。局所用組成物は、組成物が適用される他の領域と比較してよ
り厚く又はより薄く適用することもできる。例えば、局所用組成物は、処理される領域に
わたってより厚く適用することができ、及び処理する必要のない領域にわたってより薄く
適用することもできる。
【０１０４】
　物品４００の更に他の実施形態では、光感受性物質は粘弾層４０１に含まれてもよく、
ローション中に別個に提供されてもよい。
【０１０５】
　図４ｂは、例示的な光活性化抗微生物物品の概略断面図を示す。光活性化抗微生物物品
４１０は、光感受層４１２とフィルム支持体４１３との間に配置された粘弾層４１１を含
む。層４１４は光感受層４１２上の粘弾層が配置されている側とは反対側に配置される。
層４１４は取り外すことができ、光感受層を、粘弾層４１１に面している面とは反対の面
で患者の皮膚に適用することができる。
【０１０６】
　光活性化抗微生物物品及びデバイスは、治療用デバイス中に組み込むこともできる。例
えば、本明細書に開示されている光活性化抗微生物物品及びデバイスは、組織に光線療法
を施すためのコンフォーマルパッチで使用されてもよい。代表的なコンフォーマルパッチ
は、参照により本明細書に組み込まれる米国特許第６，０９６，０６６号（Ｃｈｅｎら）
に記載されている。更なる治療用装置は、全て参照により本明細書に組み込まれる、米国
特許出願第２００５／００７０９７６　Ａ１号（Ｓａｍｕｅｌら）、Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃｓ　Ｗｏｒｌｄ（２００７年１０月）、及びＬＥＤｓ　Ｍａｇａｚｉｎｅ（２００６年
１１月）に記載されている。
【０１０７】
　図５は、例示的な光活性化抗微生物デバイス５００の斜視図を示す。デバイス５００は
光治療用の創傷ドレッシングとして使用することもできる。この実施形態において、デバ
イス５００は、マイクロコントローラにより電源と電気的に接続した光源５０１を含む。
デバイス５００はまた、フィルム支持体５０４上に配置された粘弾層５０３を有する、光
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活性化抗微生物物品５０２を含む。光感受性物質は粘弾層に組み込まれるか、又は粘弾層
の頂面に別個の光感受層（図示せず）として存在する。光感受層を使用する場合、光感受
層は、織布又は不織布の、木綿又はレーヨンパッド、シリコンゲルパッド又はヒドロゲル
パッドに光感受性物質を含み得る。光源５０１は粘弾層に接触し、この２つは光源から放
出される光が粘弾層に入射し得るように光学的に結合される。類似のデバイスは、瘻造設
術的に安全なデバイス（ostomy secural devices）として有用なものであり得る。
【０１０８】
　フィルム支持体５０４は、解剖学的表面に対して適合性のある支持体を含む。例えば、
フィルム支持体には弾性のフィルム支持体を含むこともできる。フィルム支持体はまた、
半透明及び／又は透明であってよい不織布繊維ウェブ、織布繊維ウェブ、ニット、及びポ
リマーフィルムを含み得る。フィルム支持体は支持体の頂面にＰＳＡ層を含み（図示せず
）、ＰＳＡ層は粘弾層を取り囲み、最終的には物品又はデバイスを皮膚に付着させるため
に使用される。有用な弾性フィルム支持体の特性は、５，７３８，６４２（Ｈｅｉｎｅｃ
ｋｅら）及び該当文献中の参照文献に記載される。例えば、弾性フィルム支持体は、許容
される速度で水蒸気が支持体を透過し得るように水蒸気を透過可能である必要がある。好
ましくは、水蒸気透過速度は皮膚に対するものより大きいか、又はそれと等しいものであ
る。例示的な弾性フィルム支持体は、ポリウレタン、ポリエステル又はポリエーテルブロ
ックアミドフィルム上にコーティングされたＰＳＡを有する。
【０１０９】
　光活性化抗微生物物品５０２は更に、粘弾層（又は光感受層）の頂部に、フィルム支持
体の曝露されたＰＳＡ層を覆う剥離ライナーを含んでもよい。光活性化抗微生物物品５０
２は、フィルム支持体の、ＰＳＡ層とは反対の面上に配置された、キャリアフレームを更
に含んでもよい。キャリアフレームは、創傷ドレッシングの取り扱いを容易にするために
使用することもできる。創傷ドレッシングは、例えば、米国特許第６，２６４，９７６（
Ｂ１）号（Ｈｅｉｎｅｃｋｅら）及び米国特許第５，７３８，６４２号（Ｈｅｉｎｅｃｋ
ｅら）並びにこれらの文献中に引用される参照文献に記載されている。同様のデバイスは
、外科的な切開ドレープとしても有用であり得る。外科的な切開ドレープは、例えば、米
国特許第５，８０３，０８６号（Ｓｃｈｏｌｚら）；米国特許第５，９７９，４５０号（
Ｂａｋｅｒら）及び米国特許第５，９８５，３９５号（Ｃｏｍｓｔｏｃｋら）に記載され
ている。
【０１１０】
　図６は、例示的な、光活性化抗微生物デバイス６００の斜視図を示す。デバイス６００
は光治療用の創傷ドレッシングとして使用することもできる。この実施形態において、デ
バイス６００は、マイクロコントローラにより電源と電気的に接続した光源６０１を含む
。デバイス６００はまた、フィルム支持体６０４上に配置された粘弾層６０３を有する、
光活性化抗微生物物品６０２を含む。光感受性物質は粘弾層に組み込まれるか、又は粘弾
層の頂面に別個の層（図示せず）として存在する。光源６０１は、フィルム支持体のＰＳ
Ａと、この２つが光学的に結合するように接触する。光はフィルム支持体のＰＳＡにより
粘弾層へと移送することができる。
【０１１１】
　図５及び６に示す実施形態は、物品及びデバイスのいくつかの有用な変形を例示する。
例えば、粘弾性材料はフィルム支持体より小さくても、又は大きさが釣り合っていてもよ
い。粘弾層及びフィルム支持体は同じ形状を有していても異なる形状を有していてもよい
。他の実施例について、光源は粘弾性材料又は光源と隣接してもよく、粘弾性材料は、フ
ィルム支持体のＰＳＡ表面の一部により仕切られていてもよい。この場合、光源はフィル
ム支持体のＰＳＡと光学的に結合され得る。
【０１１２】
　粘弾性材料は、粘弾性物品を作製するために、一般に使用される方法又はプロセスのい
ずれかを使用して作製することができる。典型的なプロセスは、連続鋳造及び硬化、押出
成形、マイクロレプリケーション、並びにエンボス方法などの連続プロセスであるプロセ
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スを含む。様々な種類の放射線を、材料が硬化される、例えば、架橋される必要があるプ
ロセスで用いることができる。放射線を必要としないものを含む様々な種類の化学的性質
を、硬化される必要のある材料に対して用いることができる。粘弾性材料が硬化性材料か
ら作られている場合、材料は光源との接触の前、接触の後、又は接触の間に硬化させるこ
とができる。粘弾性材料が硬化性材料から作られている場合、材料は基材との接触の前、
接触の後、又は接触の間に硬化させることができる。
【０１１３】
　従来の成形プロセスを用いることも可能である。成形は、成形材料のマイクロマシニン
グ、研磨又はレーザーアブレーションにより行ってもよい。成形型の材料としてはポリマ
ー、ガラス及び金属材料が挙げられる。成形型は、粘弾性材料の光学的平滑面を作製する
のに適したものであることが求められる場合がある。粘弾性材料の光学的平滑面は、硬化
性材料から作られている場合には、材料を空気又は他の雰囲気中で材料がそれ自体で平ら
になるように単純に硬化させることによって形成することができる。
【０１１４】
　粘弾性材料及び基材を含む、光活性化抗微生物物品は、様々な方法で作製することがで
きる。一部の実施形態では、材料及び基材は別々に作製して接触させ、指の圧力、ハンド
ローラー、エンボス加工機、又はラミネーターを使用して互いに押圧することができる。
【０１１５】
　一部の実施形態では、基材は、材料上に基材材料をコーティングすることによって粘弾
性材料上に形成することができる。この後、基材材料を処理して基材を形成することがで
きる。例えば、基材材料を層の形態に粘弾性材料上に押し出してから冷却することによっ
て材料を固化させて基材を形成することができる。また、基材材料が硬化性であってもよ
く、これに熱処理を行うか、かつ／又は放射線を照射することによって基材を形成するこ
ともできる。基材材料は溶媒を含んでもよく、溶媒を除去することによって基材が形成さ
れる。
【０１１６】
　一部の実施形態では、粘弾性材料は、基材上に粘弾性材料をコーティングすることによ
って基材上に形成することができる。粘弾性材料は、その後、粘弾性材料を形成するため
に、処理され得る。例えば、粘弾性材料を層の形態に基材上に押し出してから冷却するこ
とによって材料を固化させて材料を形成することができる。また、粘弾性材料が硬化性で
あってもよく、これに熱処理及び／又は放射線照射を行うことによって材料を形成するこ
ともできる。粘弾性材料は、溶媒を含むことができ、材料は、その溶媒を除去することに
より形成される。
【０１１７】
　基材材料又は粘弾性材料が硬化性である場合には、それぞれ部分的に硬化した基材又は
材料を有する物品を作製することができる。基材材料又は粘弾性材料が硬化性である場合
には、材料が架橋されるように化学的硬化性の材料を使用することができる。基材材料又
は粘弾性材料が硬化性である場合には、材料を光源の別の材料と接触させる前、その後、
及び／又はその間に硬化させることができる。
【０１１８】
　基材材料又は粘弾性材料が光硬化性である場合には、光源を材料と光学的に結合させ、
光源から光を注入することによって硬化を行うことができる。
【０１１９】
　本明細書に開示される、光活性化抗微生物物品及びデバイスは、任意の数の手段により
提供することもできる。光活性化抗微生物物品及びデバイスは、平らに置かれたシート又
はストリップとして提供されてよく、あるいは丸めてロールとしてもよい。光活性化抗微
生物物品及びデバイスは、単独のアイテム、又は複数のアイテム、組み合わせでのアイテ
ムなどとしてパッケージ化してもよい。光活性化抗微生物物品及びデバイスは、組み立て
形態、すなわち何らかのより大きな構成体の一部として提供されてもよい。光活性化抗微
生物物品及びデバイスは、キットとして提供されてもよく、この場合物品とデバイスは互
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いに分離しており、ある時点でユーザーによって組み立てられる。光活性化抗微生物物品
及びデバイスはまた、ユーザーのニーズに従って組み合わせかつ適合させることができる
ように、別々に提供されてもよい。光活性化抗微生物物品及びデバイスは、一時的に又は
恒久的に組み立てることもできる。
【０１２０】
　光源と、光源からの光を受容するよう適合させた粘弾性材料と、粘弾性材料により受容
された光を吸収する光感受性物質を含むローションと、を含む医療用キットもまた本明細
書に開示されている。
【０１２１】
　本明細書に開示される、光活性化抗微生物物品及びデバイスは、微生物の増殖を阻害す
る方法の一部として使用することもできる。好適な方法は、光源を提供する工程と、光感
受性物質、及び光源からの光を受容するよう適合させた粘弾性材料を含む、光活性化抗微
生物物品を提供する工程と、光感受性物質が粘弾性材料からの光を吸収するよう光源と光
感受性物質とを結合させる工程と、を含む。光源と光感受性物質とを結合させる工程は、
光源と粘弾性材料とを接触させることを含んでもよい。光活性化抗微生物物品は、光源を
光感受性物質と結合させる前又は結合させた後に患者の皮膚に適用することもできる。光
活性化抗微生物物品は、微生物がその上に配置されている表面に当てることもできる。方
法は、光感受性物質により吸収された光を放出するように、光源を活性化する工程を含ん
でもよい。
【０１２２】
　他の好適な方法は、光源を提供する工程と、光源からの光を受容するよう適合させた粘
弾性材料を提供する工程と、局所用組成物を患者の皮膚に適用する工程と、患者の皮膚上
の局所用組成物を粘弾性材料と接触させる工程と、光感受性物質が粘弾性材料からの光を
吸収するように光源と光感受性物質とを結合させる工程と、を含んでもよく、局所用組成
物は、粘弾性材料により受容された光を吸収する光感受性物質を含む。
【０１２３】
　用語「接触した」及び「配置された」は、アイテム全体が所望どおり機能できるように
、一般的に２つのアイテムが相互に隣接していることを説明するために使用される。これ
は、アイテムが要望通りに機能する限り、隣接するアイテムの間に追加材料が存在し得る
ことを意味することができる。
【実施例】
【０１２４】
　８”（２０ｃｍ）×１１”（２８ｃｍ）ナイロン不織布材料を、ハイグレードの光学ポ
リ（エチレンテレフタレート）（ＰＥＴ）フィルムのより大きなシートの頂面に配置した
。次いで、アクリジンイエローＧの０．０５重量％水溶液をナイロン上にピペットで取り
、他のＰＥＴフィルムの同一シートを試料を覆って配置させた。この構成物の下側に紙タ
オルを配置し、ローラーを使用して、染料溶液をナイロン全体に均一にプレスした。過剰
な溶液は、ローラーにより紙タオル上に押し出した。溶液が均一に分配されたらＰＥＴフ
ィルムを取り除き、ナイロン試料をきれいな紙の上に配置し、乾燥させた。
【０１２５】
　重量比８５／１４／１のイソオクチルアクリレート／アクリル酸イソボルニル／アクリ
ル酸と、０．０８重量％の１－６－ヘキサンジオールジアクリレートと、０．２０重量％
のＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ）とを含むＰＳＡ組成物を
、ハンドローラーを使用して、ポリマーミラーフィルム４”（１０ｃｍ）×４”（１０ｃ
ｍ）の上にコーティングした。ポリマーミラーフィルムは、多層ポリマーミラーフィルム
（３Ｍ　ＣｏからのＶｉｋｕｉｔｉ（商標）ＥＳＲ）であった。ＰＳＡ層の厚みは４０ミ
ル（１０００μｍ）であった。
【０１２６】
　ＰＳＡ層の上に剥離ライナーを配置した。サイド発光ＬＥＤは一端をＰＳＡ層に押し込
まれ、９ＶのバッテリーがＬＥＤに接続されたところ、ＰＳＡ層の全長にわたって光を容
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【０１２７】
　ナイロン試料は試験前に滅菌しなかった。試料を２”（５ｃｍ）×２”（５ｃｍ）の正
方形に切断し、剥離ライナーの頂面に配置した。剥離ライナーはＰＳＡ層の表面から取り
外さなかった。各サンプルは、約１－２×１０５コロニー形成単位（ｃｆｕ）／ｍＬの好
適な試験生物を含有する懸濁液１ｍＬを接種した。接種を暗所で実施した。微生物懸濁液
の蒸発を防ぐため、ペトリ皿のカバーを試料の上に配置した。黒色絶縁テープを、ＬＥＤ
－ＰＳＡの接続部を覆って巻き付け、放射された全ての光がＰＳＡを通過することを確実
なものとした。次いでＬＥＤを９Ｖバッテリーに接続した。余分な光を侵入させないよう
に、アルミホイルにより試料を覆い、２８℃にて２４時間にわたってインキュベートした
。２４時間のインキュベーション後、各試料を剥離ライナーから分離し、滅菌したストマ
ッカー・バッグに配置し、１００ｍＬのＤ／Ｅ中和培養液を添加した。サンプルはＳＥＷ
ＡＲＤ　Ｍｏｄｅｌ　４００　Ｓｔｏｍａｃｈｅｒ内で１分間処理した。１００、１０１

及び１０４までの連続希釈物を調製し、３Ｍ（商標）Ｐｅｔｒｉｆｉｌｍ　Ａｅｒｏｂｉ
ｃ　Ｃｏｕｎｔ（ＡＣ）を用いる好気性菌のプレート計数を、ペトリフィルムプレートを
３７℃にて４８時間にわたってインキュベートした後に実施した。
【０１２８】
　表１に記載のように、実施例１～５を設計し、以下の変更点を加えたことを除き上記の
ように試験した。
【０１２９】
　実施例１は抗微生物処理をしていない素のナイロン試料であった。対照として提供され
た。インキュベーター内に取り付けられた標準ランプによりインキュベートした。ＬＥＤ
／ＰＳＡ構成体は配置しなかった。
【０１３０】
　実施例２はアクリジンイエローＧナイロンであった。インキュベーター内に取り付けら
れた標準ランプによりインキュベートした。ＬＥＤ／ＰＳＡ構成体は配置しなかった。
【０１３１】
　実施例４は抗微生物処理をしていない素のナイロン試料であった。対照として提供され
た。この試料は暗所でインキュベートした。ＬＥＤ／ＰＳＡ構成体は配置しなかった。
【０１３２】
　実施例５はアクリジンイエローＧナイロンであった。この試料は暗所でインキュベート
した。ＬＥＤ／ＰＳＡ構成体は配置しなかった。
【０１３３】
　３５℃±１℃にて４８時間のインキュベーション後に試料あたりの全コロニー形成単位
を記録し、実際のカウント数をｌｏｇ／ｃｍ２に変換した。試料は黄色ブドウ球菌に対し
て試験した（ＡＴＣＣ　６５３８）。
【０１３４】
【表１】
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